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U
軽
米
町
を
中
心
に
大
雨
被
害

被
害
額
五
百
億
円
を
超
す

知事が災害現場を視察

Q
'
 

介
護
認
定
の
申
請
を
し
て、

介
護
が

必
要
か
ど
う
か
決
定
さ
れ
る
前
に
利
用

し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
は、
ど
ん

な
形
の
支
払
い
に
な
る
の
で
す
か。

A
1
 

要
介
護
認
定
の
申
請
を
し
て
か
ら
介

設
度
が
決
定
さ
れ
る
ま
で
に
は、

時
間

が
か
か
り
ま
す
（
原
則
30
日
以
内）
の

で、

介
護
保
険
制
度
で
は、

申
請
時
に

さ
か
の
ぽ
っ
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す。
認
定

結
果
が
出
る
前
に
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス

跨
用
は、

認
定
結
果
が
出
た
後、

保
険

者
に
請
求
し、

後
払
い
の
形
に
な
る
わ

け
で
す。

し
か
し、

自
立
と
認
定
さ
れ
た
場
合

や、

予
想
し
て
い
た
よ
り
軽
い
要
介
護

度
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で、

予

想
さ
れ
る
要
介
談
度
よ
り一
段
階
か
二
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来
年
四
月
か
ら
始
ま
る
介
護
保
険
制

度
を
前
に、

各
市
町
村
の
窓
口
で
は、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
よ
う
と
す
る

被
保
険
者
（
利
用
者）
の
要
介
誰
認
定

の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す。

そ
こ
で、

今
月
号
も
前
月
号
に
引
き

続
い
て、

介
護
保
険
制
度
の
基
本
的
な

事
項
に
つ
い
て
代
表
的
な
質
問
を
例
に

説
明
し
ま
す。

段
階
低
い
範
囲
内
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し、

実
際
の
要
介
護
度
が
決
ま
っ

て
か
ら
引
き
上
げ
る
よ
う
な
工
夫
が
必

要
に
な
り
ま
す。
い
ず
れ、

利
用
に
あ

た
っ
て
は、

県
の
指
定
を
受
け
た
居
宅

介
護
支
援
事
業
者
の
介
護
支
援
専
門
員

に
ご
相
談
く
だ
さ
い。

.....
 

.

.

.

.

.

.

.

.

 

Q
2
 

要
介
護
度
が
決
定
し
て
か
ら
別
の
市

町
村
に
転
居
し
た
ら、

転
居
先
で
認
定

の
申
請
を
す
る
の
で
す
か。

A
2
 

前
の
住
所
地
で
の
詔
定
が
そ
の
ま
ま

適
用
さ
れ
ま
す。
た
だ
し
要
介
護
の
認

定
は
定
期
的
（
通
常
は
六
か
月
ご
と）

に
見
直
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で、

転
居
先
の
市
町
村
で一
定
期
間
が

経
過
し
た
時
点
で
更
新
認
定
の
手
続
き

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す。

.......
 

Q
3
 

認
定
結
果
に
不
服
が
あ
る
場
合
ど
こ

に
訴
え
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か。

A
3
 

市
町
村
は、

認
定
結
果
を
本
人
に
通

知
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す。
こ
れ
に
不

満
な
場
合、
あ
る
い
は
納
得
で
き
な
い

と
き
は、
ま
ず
市
町
村
の
相
談
窓
口
で

十
月
二
十
七
日
か
ら
降
り
続
い
た
雨
は、
県
内
に
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た。
降
り
始
め
の
二
十
七
日
十

六
時
か
ら
二
十
ハ
日
十
九
時
ま
で
の
雨
呈
は、

下
戸
鎖

三
百
四
十
六
的、
山
形

二
百
六
十
七
％、
軽
米

二
百

三
十
的
な
ど
隈
北
部
で
は
二
百
％
以
上
に
達
し、
県
南
部、

沿
岸
部
の
多
く
の
地
点
で
も
九
十
％
を
超
え
ま
し
た。
局

地
的、
短
時
間
に
集
中
し
た
豪
雨
の
た
め、
過
去
に
例
の

な
い
大
災
害
と
な
り、
中
小
河
川
の
決
壊
や
道
路
の
損
壊、

山
腹
の
崩
壊
な
ど
が
多
発
し
ま
し
た。

全
壊、
床
上
浸
水
な
ど
の
住
宅
被
害
は
九
百
八
十
八
戸

に
上
り、
土
木・
震
業
関
係
な
ど
の
被
害
額
は
五
百
八
億

円（
い
す
れ
も
十一
月
十
九
日
現
在）
余
り
と
な
り
ま
し
た。

嗅
で
は、
大
雨・
洪
水
躇
報
の
発
表
に
伴
い、
二
十
八

日
四
時
四
十
分
に
大
雨
に
対
す
る
災
害
警
戒
体
制
を
敷
く

と
と
も
に、
二
戸、
久
慈
な
ど
六
つ
の
地
方
振
興
局
に
支

部
を
設
置
し
て
警
戒
に
当
た
り
ま
し
た。

二
十
八
日
十
時
四
十
五
分
に
は、
軽
米
町
か
ら
の
要
請

を
受
け
て、
自
衛
隊
に
対
し
給
水
に
関
す
る
災
害
派
遣
を

要
請、
翌
二
十
九
日
に
は、

軽
米
町
内
の
孤
立
住
民
十一

人
を
県
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
り
救
助
し
ま
し
た。

一
方、
三
十
日
に
は、
増
田
知
事
が
災
害
現
場
を
視
察

し、
被
災
し
た
人
た
ち
を
励
ま
し
ま
し
た。
な
お、
知
事

の
視
察
に
先
立
ち、
災
害
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め、
武

居
総
務
部
長、
中
山
土
木
部
長
そ
の
ほ
か
の
関
係
職
員
が

現
地
を
調
査
し
て
い
ま
す。

県
は、

今
回
の
災
害
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
軽
米
町

に
対
し
て
災
害
救
助
法
を、
全
壊
世
帯
に
対
し
て
被
災
者

生
活
再
建
支
援
法
を
適
用
し
ま
し
た。
さ
ら
に、
交
通
を

確
保
す
る
た
め
道
路
の
応
急
工
事
を
直
ち
に
開
始
す
る
と

と
も
に、
被
害
を
受
け
た
商
店
や
工
場
な
ど
に
対
す
る
低

利
融
資
を
金
融
機
関
に
要
謂
す
る
な
ど、
災
害
施
設
の
早

期
復
旧
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す。
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介
護
保
険
制
度
「
Q
&
A
」

い
ろ
い
ろ
な
質
問
に
お
答
え
し
ま
す

冠水した軽米町中心部

堆栖した泥の除去作業 道路などの被害状況の調査

-- -、一

,.し ・
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避難所を設図し食料品などの支援を行う
エ —

票防災ヘリによる孤立住民の救助（岩手日報社捉供）

説
明
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す。
市

町
村
の
説
明
で
も
納
得
で
き
な
い
と
き

は、

県
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
介
護
保

険
審
査
会」
に
不
服
申
立
の
手
続
き
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す。

Q
4
 

障
害
者
は、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か。

A
4
 

利
用
で
き
る
場
合
と
利
用
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す。

六
十
五
歳
以
上
の
第一
号
被
保
険
者

は、

そ
の
原
因
を
問
わ
ず、

要
介
設、

要
支
援
状
態
に
な
れ
ば
介
護
保
険
の
給

付
対
象
に
な
り、

眩
定
を
受
け
た
う
え

で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す。

四
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の
第
二

号
被
保
険
者
の
場
合
に
は、

脳
卒
中
や

初
老
期
痴
ほ
う
症
な
ど、
老
化
に
伴
っ

て
生
じ
た
病
気
が
原
因
で
介
設
が
必
要

に
な
っ
た
場
合
に
限
っ
て
介
設
保
険
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す。

Q
5
 

障
害
者
も
保
険
料
を
払
う
の
で
す

か。
従
来
の
健
康
保
険
制
度
に
よ
る
補

助
は
ど
う
な
る
の
で
す
か。
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A
5

四
十
歳
以
上
の
方
は、

介
護
保
険
法

に
よ
る
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
の
で、

障
害
者
で
あ
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら

ず、

保
険
料
を
納
め
る
義
務
が
あ
り
ま

す。
た
だ
し、

保
険
料
を
払
っ
て
も
実

際
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
機
会

が
な
い
身
体
障
害
者
療
護
施
設
な
ど
の

入
所
者
は、

保
険
料
を
払
う
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん。

重
度
の
身
体
陀
害
者
の
方
は
健
康

（
医
療）

保
険
の
利
用
料
（一
部
自
己

負
担）
が
減
免
さ
れ
て
き
ま
し
た
が、

介
護
保
険
制
度
で
は、
原
則
と
し
て
利

用
者
の
負
担
は
一
割
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す。

し
か
し
な
が
ら一
割
の
負
担
が
困
難

な
低
所
得
者
の
方
な
ど
に
対
す
る
支
援

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は、

国
に
お
い
て

検
討
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す。

「
介
護
保
険
制
度」
施
行

間近
（
そ
の
三）

13 いわてりうフIWATE GRAPH いわてグうフIWATE GRAPH 12 




